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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】胃癌における腹膜播種性転移は重要な予後因子である。腹腔洗浄液細胞診は腹膜再発予測に有用であ
るため臨床的に頻用されている。一方近年、RT-PCR法は細胞診よりも高感度に腹腔洗浄液中の癌細胞を検出す
るとされるが、その臨床的意義はまだ明らかでない。そこで、RT-PCRによる胃癌術中腹腔洗浄液中の微少癌細
胞検出法の臨床的有用性を検討した。 
【方法】当科にて手術を行った胃癌手術症例116例を対象とした。術中に腹腔洗浄液100mLを採取した。50mLを
腹腔洗浄液細胞診（CY）に提出し、残り50mLからmRNAを抽出しcDNAを作製後RT-PCR法によりCEA-mRNAおよび
CK20-mRNA値を測定し、腹腔微少癌細胞の存在を判定診断した。RT-PCR法による微少癌細胞の存在診断と胃癌手
術後の再発や予後との関連を検討した。 
【結果】116例中、RT-PCR陽性46例（40％）、陰性70例（60％）であった。RT-PCR陽性のうち30例（65％）は腹
膜再発で死亡した。RT-PCR陽性例の予後はRT-PCR陰性例に比べて有意に（P＜0.001）不良であった。根治的切
除を行った80例では、15例がRT-PCR陽性であり、RT-PCR陰性例65例に比べて有意に（P＜0.001）予後不良であ
った。Stage別ではT3（P＜0.0001）とT4（P＝0.048）においてRT-PCR陽性例はRT-PCR陰性例に比べて有意に予
後不良であった。根治的切除された80例の多変量解析ではRT-PCR法による微少癌細胞の存在診断が独立した予
後因子であった。 
【考察】RT-PCR法による微少癌細胞の存在診断は腹膜再発や予後の予測に有用であることが示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 胃癌における腹膜播種性転移は重要な予後因子である。腹腔洗浄液細胞診は腹膜再発予測に有用であるため
臨床的に頻用されている。近年、Reverse-transcription polymerase chain reaction（RT-PCR）法は細胞診よ
りも高感度に腹腔洗浄液中の癌細胞を検出すると報告されているが、その臨床的意義はまだ明らかでない。本
研究は、RT-PCRによる胃癌術中腹腔洗浄液中の微少癌細胞検出法の臨床的有用性を検討している。 
 方法は、胃癌手術症例116例を対象とし、術中に腹腔洗浄液を採取し、腹腔洗浄液細胞診とmRNAの抽出に供し
た。cDNAを作製後RT-PCR法によりCEA-mRNAおよびCK20-mRNAを測定し、腹腔微少癌細胞の存在診断を行った。
RT-PCR法による微少癌細胞の存在診断と胃癌手術後の再発や予後との関連を検討した。 
 その結果、116例中、RT-PCR陽性46例（40％）、陰性70例（60％）であった。RT-PCR陽性のうち30例（65％）
は腹膜再発で死亡した。RT-PCR陽性例の予後はRT-PCR陰性例に比べて有意に不良であった（p＜0.001）。根治的
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切除を行った80例では、15例がRT-PCR陽性であり、RT-PCR陰性例65例に比べて有意に予後不良であった（p＜
0.001）。Stage別ではT3（p＜0.0001）とT4（p＝0.048）においてRT-PCR陽性例は陰性例に比べ有意に予後不良
であった。根治的切除された80例の多変量解析ではRT-PCR法による微少癌細胞の存在診断が独立した予後因子
であった。 
 以上より、RT-PCR法による微少癌細胞の存在診断は腹膜再発や予後の予測に有用であることが示唆される。 
 本論文は胃癌においてRT-PCR法による腹腔洗浄液中の微少癌細胞の存在診断が、腹膜再発予測に有用である
ことを示したものであり、胃癌の予後予測や治療に寄与するものと考えられる。従って、本研究は博士（医学）
の学位を授与されるに値するものと判定された。 
